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平成 27年 11月 10日 

各 位 

会 社 名 徳倉建設株式会社 

代表者名 代表取締役社長 徳倉 正晴 

 （コード：１８９２、名証第２部） 

問合せ先 取締役経営管理本部長 郡司 哲夫 

 （TEL．０５２－９６１－３２７１） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成 27年 5月 14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

●業績予想の修正について 

１． 平成 28年 3月期 第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（平成 27年 4月 1日～平成 27年 9月 30日）                   単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 18,000 270 200 130 6円 31銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 19,604 329 272 157 7円 67銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 1,604 59 72 27  

増  減  率 （  ％  ） 8.9 22.2 36.2 21.5  

( ご 参 考 ) 前 期 第 2 四 半 期 実 績 

（平成 27 年 3 月期 第 2 四半期） 
16,882 333 467 238 11円 60銭 

 

２． 平成 28年 3月期 通期連結業績予想数値の修正 

（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）                   単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 46,000 1,100 900 500 24円 28銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 45,000 1,000 800 500 24円 28銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △1,000 △100 △100 －  

増  減  率 （  ％  ） △2.2 △9.1 △11.1 －  

（ ご 参 考 ） 前  期  実  績 

（ 平 成 2 7 年 3 月 期 ） 
40,555 1,451 1,781 899 43円 69銭 

 

 



 

 

 - 2 - 

 

３． 平成 28年 3月期 第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正 

（平成 27年 4月 1日～平成 27年 9月 30日）                  単位：百万円 

 売 上 高 経 常 利 益 
四 半 期   

純 利 益 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 13,000 150 100 4円 80銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 12,583 △0 △18 △0円 90銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △416 △150 △118  

増  減  率 （  ％  ） △3.2 － －  

( ご 参 考 ) 前 期 第 2 四 半 期 実 績 

（平成 2 7 年 3 月期  第 2 四半期） 
12,491 470 261 12円 54銭 

 

４． 平成 28年 3月期 通期個別業績予想数値の修正 

（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）                  単位：百万円 

 売 上 高 経 常 利 益 
当  期   

純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 32,000 600 400 19円 21銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 31,000 500 300 14円 41銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △1,000 △100 △100  

増  減  率 （  ％  ） △3.1 △16.7 △25.0  

（ ご 参 考 ） 前  期  実  績 

（ 平 成 2 7 年 3 月 期 ） 
28,763 1,407 778 37円 41銭 

 

５． 修正の理由 

 平成 28年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想の修正は、首都圏の連結グループ会社の売上高増と工事

利益率の改善によるものです。 

平成 28年 3月期第 2四半期（累計）個別業績予想の修正は、工事利益率の低下によるものです。 

また、通期業績予想（連結・個別）の修正は、上半期の完成工事高に比べ、下半期に計上される完成工事高

予想額が当初予想よりも減少したこと、及び工事利益率が低下したことによるものです。 

 

 

（注）上記の業績予想は、当社が本資料の発表時現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する 

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

以 上 


